
第４章．業務遂行中における業務内容に関する報告
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取組の進捗状況について、２週間に１回、期間中（2013年5月16日～2014年3月14日/合計１９

回）、指定様式に基づき近畿運輸局に報告した。

＜進捗状況＞

＜5/22 第１回打合せ会議の実施（於：吉野材センター内会議室）＞

・冒頭、前年度（24年度）の事業で、林業・木材産業観光導入検討調査業務にて、一定の成果

があったことが報告され、今年度、さらに充実・発展させていこうとしていたところ、今回の「官民

協働した魅力ある観光地の再建・強化事業」の募集があり、応募したところ、採択されたことが報

告された。

・本事業における観光庁の考え方・趣旨を全員に説明するとともに、今後の事業スケジュール・

事業運営体制について関係者全員に共有された。

＜6/4 JTBと電通の打合せ（於：JTB西日本奈良支店内会議室）＞

・「地域観光マーケティングスクール」について打合せ

今後の進め方、スケジュール等について議論

＜6/4 第２回打合せ会議の実施 （於：吉野材センター内会議室）＞

・「地域観光マーケティングスクール」について過去事例（青森県八戸市、長野県栄村）をもとに

説明。

・マーケティングスクール実施準備のための事前ヒアリング。

＜6/16-6/30 JTBと電通によるマーケティングスクールの資料作り＞

・デスクリサーチ、４万人旅パネル調査、吉野地域カスタマイズ調査の３つのデータから、客観的

に「吉野地域」を評価した、観光振興の診断書とでもいうべき、「吉野観光資源カルテ」を作成

（全２１４ページ）。また、マーケティングスクールの資料として、全１７５ページの教科書も作成。

＜7/2-7/4 吉野地域観光マーケティングスクール開催＞

・吉野製材工業協同組合の会議室にて、「吉野地域観光マーケティングスクール」を開催。

＜7/15～7/31 モニターツアー造成の調整＞

＜7/15～7/31 タビカレへの提出資料の収集＞

・各地域・関連機関への、動画制作用素材の提供依頼 他

＜7/26 ＪＴＢ西日本奈良支店による現地訪問＞

・マーケティングスクールのフィードバック及びモニターツアー造成の各種確認

＜8/1～9/20 モニターツアー造成の調整＞

・関係機関との各種連絡・調整、打合せ

・第１弾のモニターツアーは、日帰りツアーとなり、10/26と11/20の２本を設定。

＜8/8 モニターツアー造成の打合せ会議＞

・Ｊプロデュースの会議室でツアー企画について打ち合わせ会議を実施。ダムの扱いについて関

係者間で議論を行った。ダムマニア向けに、別ツアーの造成を検討することとなる。
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＜9/20～10/25 モニターツアーの募集・広報＞

・第１弾モニターツアー（10/26、11/20）の募集・広報 開始

あべの橋駅デジタルサイネージ 9/20-10/6

京都駅デジタルサイネージ 9/20-10/25

近鉄沿線各駅ラック 9/20-10/25

近鉄電車（南大阪線） 中吊りポスター 9/23-9/29

近鉄電車（南大阪線） ＡＤトレイン 9/20-9/29

近鉄電車（大阪・奈良線） ドア横額面 9/28-10/4

＜10/25 モニターツアー催行に向けた手配確認＞

・台風＆大雨のため、10/26のツアーは催行中止の判断。

・参加予定者へは11/20のツアーを案内。

・新たな催行日を設定することについて、検討・調整したが、難しいとの判断に。

代わりに、11/20のツアーを、当初15名の予定から30名で催行することで調整した。

＜11/1-11/15 大滝ダムモニターツアー造成＞

・12/7（土）発で確定。

・広報プラン制作中。

＜11/20 モニターツアー催行＞

・３２名の参加で催行。

＜11/15-12/5 大滝ダムツアー 募集・広報＞

・近鉄沿線駅でのチラシ設置（11月23日〜）

・近鉄南大阪線 ドア横ポスター（11月23日〜11月30日）

＜12/6 モニターツアー（大滝ダム）催行 ＞

・30名の参加で催行。

＜12/24：モニターツアーの実施報告会を開催 （於：吉野材センター会議室）＞

・11/20と12/7のモニターツアーについて、アンケート結果を発表。

今後の事業展開について議論。

＜12/15～1/21 大阪駅ＰＲイベント（1/22）の準備＞

・大阪駅でのイベント準備。シナリオ作成、資料準備 他。

＜12/15～1/30 タビカレ学園祭準備＞

・東京ビックサイトでのイベント準備。資料集め 他。

＜1/20 会議打合せ（於：吉野材センター）＞

・地域・目利き・ＪＴＢを交えての今後の商品化に向けた打合せ。

＜1/22 ＰＲイベント（大阪駅）＞

・イベント実施。

＜2/1～2/2 タビカレ学園祭出展＞

・イベント出展。
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２． 新聞、テレビ、雑誌等のメディア紹介

メディアメディアメディアメディア名名名名 掲載日掲載日掲載日掲載日 備考備考備考備考

日経 プレスリリース 9/20 ＷＥＢ

トラベルナビ 9/24 ＷＥＢ新聞

Ｋｉｒｅｉ Ｓｔｙｌｅ 10/2 ポータルサイト

マイライフニュース 10/5 ポータルサイト

モニターツアーの紹介については、以下の４社に取り上げられた。



日経 プレスリリース （9/20）
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日経プレスリリースからのツイート （10/3）



トラベルナビ （9/24）
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Kirei Style （10/2）
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マイライフニュース （10/5）
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モニターツアーを催行することで、地域の認知度が向上し、そのことによる地域への入込客数が

増加し、関連する施設利用者が増加することを目標としている。

よって、効果指標は、上記観点から、以下の項目について調べることとした。

３． 効果指標の設定とその効果

＜指標の設定＞

【調査対象地域・ツアーの認知度向上】

①「吉野町ピンクル」 公式facebookページの「いいね」数

②「ちょっとよってんけ～奈良県川上村」 公式facebookページの「いいね」数

＊事業開始のＨ２５年５月の数値と、Ｈ２６年３月時点での数値を比較する。

【調査対象地域への入込客数の増加】

③奈良県南部地域への入込客数

④吉野町への入込客数

⑤川上村への入込客数

＊Ｈ２３年、Ｈ２４年、Ｈ２５年の各月の数値を比較する。

＊③と④については、Ｈ２５年分の数値は集約中のため、未発表。（Ｈ２６年５月頃発表される予定）
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②「ちょっとよってんけ～奈良県川上村」 公式facebookページの「いいね」数

Ｈ２５年５月 いいね １７３件 � Ｈ２６年３月 いいね ３６３件

①「吉野町ピンクル」 公式facebookページの「いいね」数

Ｈ２５年５月 いいね 72件 � Ｈ２６年３月 いいね １６９件
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③奈良県南部地域への入込客数

奈良県観光客動態調査報告書（平成２４年）より

奈良県観光客動態調査報告書（平成２３年）より

Ｄエリア： 五條市、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、

十津川村、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

Ｄエリア 年別入込客数
（人）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

Ｈ２３年 116,000 114,000 157,000 770,000 358,000 224,000 290,000 558,000 165,000 193,000 200,000 133,000 3,278,000 

Ｈ２４年 137,000 124,000 178,000 823,000 399,000 236,000 278,000 546,000 282,000 322,000 309,000 145,000 3,779,000 

Ｈ２５年

上記、赤く囲ったところを、抜粋。

Ｈ２５年分の数値は集計中。Ｈ２６年５月頃に発表される予定。
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④吉野町への入込客数

⑤川上村への入込客数

川上村 年別入込客数

（人）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

２３年 2,071 1,910 3,856 6,774 11,636 6,517 9,449 16,461 2,882 5,283 6,100 3,367 76,306 

２４年 3,178 2,392 4,238 7,208 11,082 5,120 8,422 13,657 8,241 8,732 7,698 2,815 82,783 

２５年 3,432 2,892 5,309 8,861 13,670 7,473 10,608 14,602 8,976 7,360 10,017 3,001 96,201 

川上村役場からの提供データ（Ｈ２６年３月１０付）

地区名 吉野山 単位：人

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

23年 21,352 15,821 20,514 298,261 80,438 44,661 27,166 30,148 26,735 27,502 42,272 14,565 649,435 

24年 23,124 14,930 15,706 336,109 126,424 59,536 23,814 25,728 23,273 44,787 72,082 17,990 783,503 

25年

地区名 吉野川 単位：人

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

23年 1,943 2,202 2,429 4,202 7,948 11,778 22,137 39,596 12,004 4,339 4,154 2,072 114,804 

24年 1,497 1,779 1,943 4,119 7,350 11,398 21,338 37,085 11,407 2,506 2,983 1,425 104,830 

25年

地区名 津風呂湖 単位：人

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

23年 4,685 5,437 10,815 19,499 26,795 16,965 21,997 27,928 16,875 16,866 13,773 7,886 189,521 

24年 3,881 4,637 8,340 17,496 22,874 15,016 17,865 22,464 16,166 17,549 12,471 7,070 165,829 

25年

吉野町役場からの提供データ（Ｈ２６年３月１０付）

Ｈ２５年分の数値は集計中。Ｈ２６年５月頃に発表される予定。

Ｈ２５年分の数値については、暫定数値。



第５章．目利きの派遣
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目利きの決定においては、地域より希望のあった以下の２名を選定し、派遣した。

[目利き①]

氏名： 石村 英之 氏（ＪＴＢ西日本 地域交流ビジネス推進室 観光開発プロデューサー）

分野： 旅行商品開発、観光プログラム造成

年 実績等

平成21年 兵庫県姫路市「家島」商品開発担当

平成21年 兵庫県養父市「地域資源∞プロジェクト」担当

平成21年～23年 兵庫県姫路市観光ワーキングプロジェクト座長

平成22年～23年 兵庫県朝来市「竹田地区観光まちづくり事業」担当

平成23年 兵庫県「あいたい兵庫プロモーション事業」担当

平成23年 兵庫県赤穂市「赤穂まるごと大博覧会」アドバイザー

平成24年 ＪＴＢ西日本地域交流ビジネス推進室マネージャー

（大阪府・奈良県・和歌山県担当プロデューサー）

平成25年 ＪＴＢ西日本地域交流ビジネス推進室観光開発プロデューサー
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[目利き②]

氏名： 松本 奉士 氏（地域活性化プランナー／京都造形芸術大学 非常勤講師）

分野： 地域の魅力開発、地域活性化

年 実績等

平成17年～ 近代産業遺産アート再生学会 理事（地域活性化分科会・担当理事長）

平成18～21年 大和高田商工会議所「地域振興∞プロジェクト」地域振興アドバイザー担当

平成19年～ 京都造形芸術大学「ワークショップ」「地域資源の古代史」非常勤講師

平成20年 移動・交流推進機構／総務省「都市での移住・交流情報戦略委員会」アドバイザー

平成21～23年 社会福祉法人 視覚障害者文化振興協会「JBS日本福祉放送」評議委員

平成24年～ ㈱ＪＴＢ西日本 業務委託契約プランナー（地域活性プランナー）

【主な企画・調査のサポート業務】※平成22年度以降～

平成22年～ 泉佐野市「訪日外国人旅行者の受入環境整備事業」企画立案

平成23年 近畿運輸局「台風12号の被害による観光風評被害対策調査事業」報告書作成

平成23～24年 奈良県「うだ・アニマルパーク地域振興拠点対策事業」企画・報告書作成

平成24年～ ∞全国展開プロジェクト「大人の修学旅行＆斑鳩ステイ事業」企画・調査報告書

平成24年 2012「関西広域連合トッププロモーション事業」企画サポート

平成24～25年 奈良県「林業・木材産業観光導入調査業務」企画・調査・報告書（25年2月末迄）

※その他、多数の地域振興に関するマーケティング＆プロモーションの企画・調査
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＜目利きの活動状況＞

[目利き①]

氏名： 石村 英之 氏（ＪＴＢ西日本 地域交流ビジネス推進室 観光開発プロデューサー）

分野： 旅行商品開発、観光プログラム造成

観光開発プロデューサーとして、地域の観光資源の発掘や磨き上げを行い、モニターツアーの

企画造成等、観光資源にストーリー性をもたせ確実な旅行商品化のための指導、助言等を行っ

た。

また、地域マーケティングスクール後のフォローアップにおいても、課題整理及び解決方法等

を検討、助言を行った。

具体的な取組みは以下のとおり。
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１． 目利きの派遣

5/22 打合せ会議に参加

目利きとして、提案者や関係者に対し、今後の目指すべき方向性や目標を助言し、

全員と共有した。

6/04 打合せ会議に参加

地域観光マーケティングスクールを開催するに当たり、目利きとしての、観光資源の

整理について、助言等をおこなった。

7/2-7/3 マーケティングスクール参加

観光開発プロデューサーとしての視点から、提案者や地域の関係者に対し、観光資

源の発掘方法・磨き上げ方法等、わかりやすく指導・助言した。

7/24 商品造成に関する打合せに参加

マーケティングスクール後のフォローアップとして、発掘された観光資源の課題を整理

し、解決方法の検討・助言をおこなった。

8/08 打合せ会議に参加

モニターツアー造成に当たり、選定した観光資源を商品化するための準備、方法等

について助言を行った。結果、モニターツアーは２種類設定することになった。

8/12 商品造成に関する打合せに参加

選定した観光資源の商品化に向けた検討・助言を行った。

9/04 商品造成に関する打合せに参加

選定した観光資源の商品化に向けた検討・助言を行った。

9/13 商品造成に関する打合せに参加

選定した観光資源の商品化に向けた検討・助言を行った。

9/19 商品造成に関する打合せに参加

選定した観光資源の商品化に向けた検討・助言を行った。

9/26 商品造成に関する打合せに参加

ツアールートのストーリー性等について助言を行った。

10/25 台風接近に伴う直前打合せ

リスクマネジメントに関する検討・助言を行った。

10/28 商品造成に関する打合せに参加

大滝ダムの商品化に向けた検討・助言を行った。

11/13 商品造成に関する打合せに参加

大滝ダムの商品化に向けた検討・助言を行った。



[目利き②]

氏名： 松本 奉士 氏（地域活性化プランナー／京都造形芸術大学 非常勤講師）

分野： 地域の魅力開発、地域活性化

前年度の奈良県の取組である「林業・木材産業観光導入検討調査事業」においても、地域活

性化プランナーとして参加しており、特に、林業・木材産業を観光資源として磨き上げるための指

導、助言等を行った。

モニターツアーの造成においては、ストーリー性を持った旅程を組むための助言は、大いに役

立った。ツアー終了後も、課題の整理と解決法等に関して検討会に参加し、助言を行った。

具体的な取組みは以下のとおり。

5/22 打合せ会議に参加

林業・木材産業を観光資源としてとらえ、磨き上げるための考え方、方法などについ

て検討・助言を行った。

7/2-7/4 マーケティングスクール参加

地域活性化プランナーとしての視点から、提案者や地域の関係者に対し、林業・木材

産業が観光資源になりうることを、わかりやすく指導・助言した。

9/26 商品造成に関する打合せに参加

モニターツアーの旅程作成におけるストーリー性について、検討・助言を行った。

11/20 モニターツアー参加

ツアールートや観光資源の課題の確認を行い、課題整理と解決策の検討を行った。

12/07 モニターツアー参加

ツアールートや観光資源の課題の確認を行い、課題整理と解決策の検討を行った。

12/24 ツアー実施報告会に参加

課題整理と解決策の助言を行った。
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11/20 モニターツアー参加

ツアールートや観光資源の課題の確認を行い、課題整理と解決策の検討を行った。

12/11 ＪＴＢ奈良支店ツアー終了後打合せ

モニターツアーにおける、ツアールートや観光資源の課題の確認を行った。

12/24 ツアー実施報告会参加

モニターツアーにおける、課題整理と解決策の検討・助言を行った。

12/27 商品造成に関する打合せに参加

次年度以降の商品造成に向けた検討・助言を行った。

1/20 打合せ会議に参加

次年度以降の地域の取組の検討会に参加し、助言を行った。

1/22 大阪駅でのＰＲイベントに参加

目利きとして、地域の今後のＰＲ手法について助言を行った。



目利きの意見（11/20 モニターツアー参加後）

＜目利き２名の意見＞

・地元の取り組みについては、たいへん熱心で、参加者に「地域は頑張ってる」という印象は与え

られた。

・一方で、今後の改善点としては、まず、配布される資料が煩雑で多く、整理した冊子を制作し

ていく必要がある。

・まだまだ「人を引き付けられる」ほどのガイディング力もなく、人材育成については、引き続き必

要である。

・美林地区での景観は圧巻であったが、１拠点だけで説明を受けるのはなく、もう少し回遊・体験

できる （大木を抱っこできるような体験・森林セラピー体験など）ようなものを組みこめば、なお

素晴らしい。

・セリ市については、年間スケジュールが決まっているのであれば、事前に着地商品を造成し、

前広に告知していくのが望ましい。

・また、セリ市についても、ただ簡単な説明を受けるだけでなく、林業に生きる「人」にスポットを

当てたツアーの造成ができればと感じた。（製材所の社長にスポットを当ててもいいかも・・・）

・車の行き来の激しい場所を徒歩で移動する場面もあり、インフラ整備も必要である。

・吉野・川上村の交通が不便で、今回のようなバスで周遊するには適しているものの個人でまわ

るには、２次交通の整備が必要である。
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目利きの意見（12/7 モニターツアー参加後）
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